
おおかや郷づくり協議会

地域コミュニティ計画  『おおかや郷づくり協議会 郷づくり計画』

策定時期  平成３０年３ １ （令和４年４ １  改定） 
支援宣言  平成３０年３ ２２ 
基本理念  〈活動のスローガン〉   住んで良かった!!  帰って良かった!!  大茅の郷 

地域の課題  

住 の高齢化と少子化・過疎化が急速に進み、組織づくりに携わる者の減少に加え、 昨年の台 被害復旧 事により、
地区外からの人の出入りが減少した事から、気 が失われている様な雰囲気が え隠れする状況であり、 年後の復旧 事
完了を期待しているところです。空き家は増えるのみで、防犯対策も一つの課題です。 

主な活動内容 
令和４年４ から公 館組織とまちづくり組織を一本化した「おおかや郷づくり協議会」として新発足し現在に至っています。 
令和 6 年より「地域ふれあい部」「環境にぎわい部」「生涯学習部」と名称変更した専門部を設けた組織とし、これ迄は主に
公 館主導の形で計画実 されていた感の地域イベントについては、新しい組織への転換を機に、大茅地区の環境を生かした
地域住  らの発案を 切にし、地域住 が先頭に って、都市との交流も活動に加えての事業展開をやろう、という当初の
基本方針を継続しているところです。ただ、地域の特性を生かしての屋外でのイベントが多く、天候に左右され易い事が一つの課
題となっているのが現状です。  (ホタルまつり・雨滝コンサ－ト・スポレク・大茅山へ登ろう・雪イベント)  
従来から実施している生涯学習関連事業は継続する事とし、森と緑に囲まれた自然環境を生かした事業を模索しつつ、少
子高齢化の進むこの地域に、人と人との交流を生み出し、地域に賑わいと活性化を作っていく為の事業展開を目指しており、コ
ミュニティ－計画としてはこれ迄の方針と基本的には変更はありませんが、地域住 の自主性を重んじた方向を主とし、従来の
事業内容に変更を加えつつ、新しい内容も取り入れて きたいと思っています。 
(納涼の集い・秋を観る会・おおかやまつりなど)

今後の計画  

住 の高齢化は進む一方で、６０ ７０歳代は各事業の中心となって活動していただいており、まだまだ現役世代です。
こういう方々の健康づくりと仲間づくりも大きな課題です。ふれあいサロン・健康講座の充実実施も不可 で、活動のスロ－ガン
に掲げている「住んで良かった」「帰って良かった」と言えるような地域づくりを目指し、地域資源の再発 と有効活用などを軸に、
他地域との交流を通じて特色ある「郷づくり」を模索して きたいと思っています。 
また、大茅地区の特徴である屋外イベント対応については、専門部会の中でも、天候を考慮した予備日を検討すべしの意
もあり、今後の課題の一つです。 

会   岸本 寛治 所在地 鳥取市国府町栃本471-3 
事務局  岸本 武司 TEL/FAX 0857-58-0809 / 0857-58-0811 
設 年   平成 21 年 4月 18 日 Mail cc-kfokaya @it.city.tottori.tottori.jp 
世 帯 数 ７８世帯 HP http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/okaya-1 
組織構成 集落選出の郷づくり委員、各組織代表など 

大茅地区 


